
 

 

 

 

 

 

吉田小学校・吉田中学校では、９年間を見通し、小中一貫した教育を今年度も進めています。今年度のここま

での取組をご紹介します。 
 

★小中合同校内研究会 
授業や生活面に関する小中学校合同での校内研究会を、今年度は現在のところ５回行いました。以下のような

話し合いを行い、日々の授業づくりにつなげているところです。 

★★小・中学校の職員合同での取組★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

★小中合同授業研究会  ～吉田中学校 １年１組 道徳～ 
 10 月２８日（水）に、２回目の小中合同授業研究会を中学校で行いました。今回は、 

中学１年生道徳科で「愛 深き淵より」の授業を坂本茜教諭が行いました。授業後の研 

究会では、小中学校の職員が３つのグループに分かれて、熱心に協議しました。たくさ 

んの貴重な意見やアドバイスが出され、大変有意義な研究会となりました。 

☆研究会で出された意見を紹介します。 

 

 
 

A: 授業づくり部会…考えが深まるための「友だちタイム」の在り方について検討しました。 

  

 

 

   

    

    

B：学習基盤づくり部会…児童・生徒に「授業や学習規律に関するアンケート」を７月・１２月に実施し
ました。小学校・中学校それぞれに結果を分析し、課題や対策について話し合いをしました。この結
果を、日々の授業等に生かせるようにしています。 

 
（小学校） 
・「友だちタイム」を楽しいと感じている児童は低学年に多く、高学年になるにつれ、少なくなる傾向
にある。「全体の中で話すことができない」と感じている児童が２２％いる。（グループでの話し合い
では、話すことができている：９３％） 

・１時間の授業で「わかった」「身についた」と感じる児童は、５８％とやや低い。「めあて」やそれに 
つながる「まとめ」の工夫が大切である。（教師側の課題） 

（中学校） 
・「友だちタイム」では、「ペア学習やグループでの活動はよくできている」と回答している生徒が多 
いが、全体の中での学習は、「まあまあできている」と回答している生徒が多かった。 

・自分の考えと友達の考えを比べたり、広めたりすることを苦手としている。 
 
 

 

 

 

  

 

 

小
中
の
「
友
だ
ち
タ
イ
ム
進
め
方

シ
ー
ト
」
を
作
製 

嬉野市立吉田小学校・吉田中学校 

                    
研究主題 「考えを伝え合い、深く学ぶことができる児童生徒の育成」 

～小中一貫した指導の積み重ねを通して～ 

令和２年１２月２２日 

第２号 

・ 写真や動画などの視覚資料が生徒の関心を高めることにつながっていたと思います。 
・ 中学生になり、リーダー以外の生徒たちも頑張っている姿が見ることができて、嬉しく思いました。 
・ 今の自分とこれからの自分を結びつけるような手立てがあったら、もっと深まりが出たのではないか。 

話し合いが、意見を伝えるだけで終わらないように、 
例えば次のようなことを目指します。 
 
〈小１・２年生〉 
・似ている所や違う所に気づく  ・友達の考えにつなげる 
〈小３・４年生〉 
・友達に質問する  ・より良い考えを選ぶ 
〈小５・６年生〉 
・より良い考えにまとめる  ・本当にそれでいいのか考える 
〈中学生〉 
・友達の意見に共感・反論する  ・考えを広げたりまとめたりする 
 
 



 

 

 

 

 

 
 

◆Ⅱ・Ⅲ期◆（小５～中１年生＆中２・３年） 体育大会で披露した踊りを見せ合いました。 

５・６年生は「ソーラン節」を、中学生は「全校応援ダンス」を踊りました。 
 

 

 

 

 

 

 
 

◆Ⅰ期◆ ３年生が総合的な学習の時間で調べた「吉田の名人さん」について 

新聞にまとめたことを発表しました。 
 

 

 

 
 

 

◆Ⅱ期◆ 中学１年生が、５・６年生の「中学校生活に対する素朴な疑問」に答えました。 

 

 

 
 

 

 

◆Ⅲ期◆ 「生徒総会」に向けて中学３年生が 2年生に助言やアドバイスをしました。 

★ブロック集会 ～第２回（10/29）・第３回(11/26)の様子を紹介します～ 
◆Ⅰ期◆（小１～小４年生） １年生は音読「いかのおすし」「日づけと曜日」 

「風の又三郎」を、２年生は「ニャーゴ」の劇を発表しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

二
年
生
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
に
な
り
き
っ

て
、
見
て
い
る
人
を

楽
し
い
気
分
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。
感
想

交
流
で
も
、
一
・
二
年

生
の
発
表
の
良
い
所

が
た
く
さ
ん
見
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。 

一
年
生
は
初
め
て
の

発
表
で
し
た
が
、
大

き
な
声
で
音
読
で
き

ま
し
た
。
文
字
を
見

せ
た
り
み
ん
な
で
声

を
そ
ろ
え
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
工
夫
も
で

き
ま
し
た
。 

〈
五
・
六
年
生
〉 

本
番
か
ら
は
約
一
ヶ
月

が
経
っ
て
い
ま
し
た

が
、
息
の
そ
ろ
っ
た
迫

力
あ
る
演
技
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

第２回 

第３回 

三
年
生
か
ら
「
活
動

を
さ
ら
に
詳
し
く
、

い
つ
、
だ
れ
が
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
を

書
い
た
ほ
う
が
良
い

と
思
い
ま
す
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。 

自
分
た
ち
が
書
い
た

議
案
書
に
沿
っ
て
、

三
年
生
か
ら
二
年
生

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、

生
徒
会
活
動
へ
の
理

解
と
意
欲
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

名
人
さ
ん
に
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
や
、

調
べ
て
考
え
た
こ
と

を
、
く
わ
し
く
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

授
業
、
給
食
、
休
み

時
間
な
ど
に
つ
い

て
、
小
学
校
と
は
違

う
こ
と
や
似
て
い
る

こ
と
を
、
分
か
り
や

す
く
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。 

感
想
交
流
で
は
、
一
・

二
年
生
が
「
自
分
も
も

っ
と
知
り
た
い
」
と
発

言
し
た
り
、
四
年
生
が

昨
年
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
、「
こ
ん
な
名
人

さ
ん
も
い
た
の
だ
」
と

発
表
す
る
な
ど
、
集
会

の
良
さ
が
み
ら
れ
ま
し

た
。 

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か

り
、
小
学
生
か
ら
は

「
安
心
し
た
」「
楽

し
み
に
な
っ
た
」
な

ど
の
声
が
出
て
い
ま

し
た
。 

〈
中
学
生
〉 

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
各
行
事
が

中
止
に
な
っ
た
り
、
短

縮
さ
れ
た
り
し
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で

「
今
で
き
る
こ
と
」
を

合
言
葉
に
、
心
を
ひ
と

つ
に
、
協
力
し
合
い
、
学

習
発
表
会
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
ダ
ン
ス
は
、
専

門
の
先
生
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
青
・
白
各

ブ
ロ
ッ
ク
で
、
創
り
上

げ
た
も
の
で
す
。
中
学

生
の
勢
い
を
感
じ
て
も

ら
え
て
い
た
ら
有
り
難

い
で
す
。 

二
年
生
が
、
吉
田
中

学
校
を
良
く
し
よ
う

と
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
み
て
、

一
年
前
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
三
年
生
の

意
見
を
参
考
に
し
て

生
徒
会
活
動
を
発
展

し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。 


